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蝸7⑪年国際地球化学会議(亙AGC)

日本学術会議と国際地球化学･宇宙化学協会(IAGC,

���瑩潮���捩慴楯湯��捨�楳�����

moche㎜istry)との共催によって1970年水地球化学･

生物地球化学国際会議(19701ntemationa1SymPOsim

onHydrogeochemistryandBiogeochemistry)が!970

年9月6～12目にわたって東京で開かれた.9月6

～12目は水地球化学と生物地球化学についてのシンポジ

ウムが千代田区平河町の日本都市センタｰで14～15

目は同位体地球化学についてのセミナｰが千代田区神閏

の学士会館でさらに14～16目は第15回国際海洋科学総

会(協会名の賂はIAPSO)との合同シンポジウムが千代

岡区大手町の経団連会館でそれぞれ開かれた.参加

した国の数は20外国からの参加者数は110国内から

の参加者数は250であった.

この会議では純学術的な地球化学の研究成果や鉛

汚染カドミウム汚染放射能汚染などのいわゆる公害

問題カミとりあげられて活発な討論カミ行たわれた.

開催までの経緯

地球化学は20世紀の科学といわれるようにその発達

は今世紀に入っていちじるしく現在国際的に発刊され

一鑑棄艶

会場全景(東京都千代田区平河町の日本都市センタｰ)

本島公司･倉沢一･安藤原･柴田賢

ている著名た専門誌としてはGeochimicaetCosm-ochi-

mic叡Acta,Feox閉Mn兄,Che㎜ica1Geo1ogy,Geoche一

㎜ica1Jouma1(日本地球化学会発行の英文詩)次とがあ

る.

地球化学に関する国際学会の設立については1964年

12月17目インドのニュｰデリｰで開かれた第1回国際

地質科学連合(1UGS,IntematiOna1UniOnofGeo1o-

gica1Sciences)会議の際に話し合いカミたされその結果

国際地球化学･宇宙化学協会(IAGC)が誕生した.

第1回のIAGC国際シンポジウムは1967年5月8～

11目の間パリのユネスコ本部の第2会議場において開

かれその課題は｢元素の存在量とその分布｣であった.

提出論文数は80篇でその内容は地球物質が半数地球

外物質が半数とたっておりきわめて広い範囲の題目が

適切にえらばれている.そのレベルも高度のものであ

った.参加登録者は200名をこえ熱心た討論が行な

われた.5月12目にはオルレアンナンシｰだと数

カ所の研究施設見学のエクスカｰションが計画された.

このセミナｰの際第1回IAGC評議会が5月8目と姜

11目にもたれ1970年に東京で生物地球化学および水地

球化学のシンポジウムを開催することを日本学術会議に

要請することが決まった.

第2回のIAGCシンポジウムは1968年夏チェコス

ロバキアのプラｰグ市において｢深部地球化学探鉱｣

を課題にしてIUGSと共同で開くことにたっていたが

会議の直前にチェコスロバキアに混乱がおこって流会に

会場正面�
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たった.したがって今回のシンポジウムはIAGC

学シンポジウムについて｣と題する夜間討論会をもつ

などの準傭を進めた.このようた論議をへて日本側

としては水地球化学と生物地球化学の2つのシンポジ

ウム課題に同位体地球化学のセミナｰを加えることと一､

しIAGCの諒承をえた.

この国際会議の規模は比較的こじんまりしたもので計

画された.日本学術会議は1970年度の予算をえて水

地球化学･生物地球化学の国際会議を主催することとし

同位体地球化学のセミナｰはIAGCが主催することとな

った.

会議を開催するまでの進め方

この国際会議をもつために学会研究機関などから

推薦された30名によって組織委員会が構成されその

委員長に東京教育大学教授で日本地球化学会々長の三宅

泰雄博士がえらばれ事務局は気象研究所におかれた.

用語は英語と決定されテｰマを決定した後にコン

ビナｰを各国の学者にそれぞれ依頼し半目に5～6名

の招待講演者をえらんでもらった.英文のサｰキュラ

ｰは1969年9月1970年2月1970年7月と3回にわた

って発行された.

受付(英･独･仏･露の4カ国語の通訳がはたらいた)

チェアｰ･マンには原則的にIAGCのガウンシノレ･メ

ンバｰカミまたコチェァｰマンには主として組織委員会

の委員が当った.セミナｰではディスカッション･

リｰダｰに各国の学者が当りまたチェアｰ･マンも兼

ねてもらった.

登録

登録料は7,200円(アメリカ通貨の20ドノレ)で9月

6目(目)から会場の受付で登録が開始された.受

付では英独仏露の4か国語の通訳カミはたらいた.

登録者にはカバンバッチ名札プログラム登録

者名簿アブストラクト葉カミ配布された.姜

たお受付には郵便局銀行仮設電話ピジオン･

ボックスなども設けられた.

会場の設備など

シンポジウムにはABの2会場カミ設けられそれぞ

アブストラクト葉

ビジョン･ボックス事務所に設けられ会議参加者への連絡に活用された�
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れの会場で水地球化学および生物地球化学のセッション

がもたれた.会場にはテレビカメラが備えられフ

リｰ･サｰビスの喫茶室で放映された.この外会場

には講演時間を告げる装置35mm･用プロジェクタｰ

オｰバｰヘッド･プロジェクタｰマイクロフォンなど

が備えられた.テレビジョンとオｰバｰヘッド･プロ

ジェクタｰは会議を進める上できわめて有効であった.

開会式と特別講演など

9月7目(月)10時30分に都市センタｰの大ホｰル

で開会式が挙行され三宅泰雄組織委員長目本学術会

議会長IAGC会長のテキサス大学インガｰソン(E.

IN鯛RSON)教授の挨拶があった.

少憩の後2つの特別講演が行なわれた.まずニ

ュｰジｰランドのエリス博士(Dr.A.J.ELLIs)はr熱

水作用の化学的過程｣と題して最近の水地球化学の各

問題と将来のことたどをよくまとめて講演した.

つづくソ連科学アカデミｰ会員のヴィノグラドフ博

士の特別講演は同博士が欠席のためヴェルナドスキ

一地球化学および分析化学研究所のツカリノフ博士(D工.

A･TUG畑IN0v)が代読した.演題はr地球進化におよ

ぼす生物化学作用｣でありその中で地球における生物

の発生石油に含まれる各成分の起源生物化学的プロ

'ビンスの出現だとの問題について述べられた.

閉会式は9月!2目(土)の10時30分から都市センタ

ｰの大ホｰルで行なわれIAGC副会長の南アフリカ共

和国のアｰレンス(L.H.A服ENs)教授とソ連のツカリ

ノフ博士三宅組織委員長が挨拶した1

シンポジウム

A会場で行なわれた水地球化学(略号H)およびB会

場で行なわれた生物地球化学(B)シンポジウムの概要

は次のようである､

H-1r地球の進化と水｣(コンビナｰ:アメリカのDr.

H･D･H0LLAND)では水の起源それに関連して地殻

の生成などが論じられた.

組織委員長の挨拶開会式における三宅泰雄教授

の挨拶

特別講演ニュｰジｰランドのエリス博士は

“熱水作用の化学的過程"について講演した

開会式場都市センタｰの大ホｰノレで9月7目午前に開会式が行なわれた

特別講演ヴェルナドスキｰ地球化学研究所の

ツカリノフ博士はヴィノグラドフ博士の“地球

進化におよぼす生物化学作用"を代読した

開会式開会式における国際地球化学･宇宙化学協会(IAGC)会長のテキ

サス大学インガｰソン教授の挨拶�
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くしろ

東大の久城育夫博士は地下30～100良mの状態に対床

する高圧と1,000～1,200℃の高温下における岩石の実

験結果によって原始地球がかなりの水分をマントノレに

含んでいたと仮定してH.Oを数%含む含水安山岩の生

成と現在の海水の70%カミそれから分離しうると推測し

た.残りの30%の海水は直接マントノレからしみ出した

ものと計算した.

アメリカのホランド博士は地球上の酸素の増減につ

いて論じた.第三紀の酸素分圧はほとんど変化してい

たいがそれ以前の地質時代には増減があったらしいと

述べた.

蘂一2｢熱水の起源と熱水作用｣(コンビナｰ:ニュｰジ

ｰランドのDr.A.J.ELLIs岩崎岩次博士ソ連のD･･

V.V.IYAN0Y)では温泉の化学組成熱水プロセス

岩石と温泉との関連火山作用など13人からの発表があ

った.この部門でも自然における状態と実験室でえ

られた結果とを比較検討して結びつけようとする研究

方向が多く採用されつつある.

蘂一3r水圏にお1ナる放射性物質と地質年代｣(コンビナｰ:三

宅泰雄博士)では海洋河川たどにおける人工の放射

性物質の存在とその分布はどうして決まったかが論議

された.また放射性炭素(14C)を用いる年代測定につ

いても論じられた.

盈一4｢水圏における酸化選元沈澱反応自生鉱物の性質と

堆積過程｣(コンビナｰ:西独のDr.K.H,WE㎜Po皿

アメリカのDr.G.ABRHENIUs)では水圏の底にでき

る堆積物鉱物･鉱床の成因肢とが同位体放射性元

素なども含めた地球科学的手法によって論じられた.

資源的に注目されるマンガン･ノジュｰノレウラン石

灰岩なども論じられた.

アメリカのセイビン博士(Dr.S.M･SAYIN)は酸素同

位体180160を用いて海底堆積物中の鉱物と海水の同

位体交換を研究した結果自生鉱物では交換が認められ

るがデトリダノレ鉱物ではその供給源となった岩体の特

長が保持されると述べた･

アメリカのバｰナｰ博士(Dr.R･A･B珊N珊)は海

水中の硫酸イオンが除去されるのはその90%以上が硫

化鉄によるものであり従来のCaSO壬と硫化鉄による

除去がほぼ半々であるとする考えを改ためた･またイ

スラェノレのコロドニイ博士ら(Dr･Y･K0L0DNYetaL)

は海水中に10～100Ppbのウランが可溶性の有機物

との錯体をつくって存在すると述べた.

巫一5r大気一水圏の相互作用｣(コンビナｰ:インドの(Dr･

D.LAL)では大気と海洋間の物質交換カミ論議の中心と

たった.

昨6r極地の水地球化学｣(コンビナｰ:ベノレギｰの(DLE･

P工｡σIoTTo)ではトリチウム(ヨH)やデイウテリウム

(D)鉛などを含めて極地の氷雪水の成分が論じら

れた.

遍一1r窒素と炭素のサイクル｣(コンビナｰ:アメリカのDr･

F.A.RIc亘ARDs)ではカノレジウム炭素窒素だとの

同位体を含めて水圏(大洋と湖)における生物化学的

非生物化学的た循環過程について論じ｡られた.

児一2｢生命の起源古生物地球化学｣(コンビナｰ=ベノレギ

ｰのD･.F.FL0RKIN)では有機物の無機的合成古い

岩石･化石･地球物質･地球外物質中の各種アミノ酸類

やその他の有機物などについて論じられた.

シ:■ポジウムA会場で水地球化学の“熱水の起源と熱水作用"につい

ての討論中

討論H-2(熱水)のセッションにおける討論講演者アメリカのF･

W.Dickson氏チェアｰマンIngerson教授コチェァｰマン本

島課長�
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アメリカのフォックス博士(Dr.S･W･Fox)によっ

てアミノ酸の量は火山灰で1～2pP血力試料で50pPbで

あることおよび後者ではグリシンアラニンに加完て

極少量のアスパラギン酸グノレタミン酸などカミ含まれて

いることが報告された.

巫一5｢天然ガス石油石炭および生物起源鉱物の生物地球化

学的考察｣(コンビナｰ:カナダのDr･G･W･HoDGs0N)

では石油の成因に関する地球化学および生物地球化学

石油と天然ガスの存在の石炭による予測石炭の成因

造礁性コｰラノレ海底堆積物申の有機物の構造だとが論

じられた.

昨4｢人類活動の生物地球化学的影響｣(コンビナｰ:アメ

リカのDr.C.C.P畑醜s0N)では放射能物質鉛

口んいおう

カドミウム窒素焼炭素硫黄などによる汚染と栄

養営化これら元素の地球化学的移動だとが論じられた.

山懸登博士はカドミウムと亜鉛の人体への影響と地

球化学的研究を報告した.アメリカのスクリップス海

洋研究所のチャウ博士(Dr.T･J,C亘｡w)は世界各地の

土壌空気水などの鉛含有量とその根源について論

じここ30年来とくに鉛の増加がいちじるしいと述べた.

檜山義夫博士は一連の原水爆実験によってストロンチ

ウム90が!,200万キュｰリｰも増えたと述べ原子炉に

よる海水の放射能汚染はわが国で最も大切な問題であ

ると論じた.

昨5r土壌の生物地球化学｣(コンビナｰ:イギリスのDr･

J.S.W脳およびアメリカのDr.A.D.McL畑EN)で

は微生物の作用でできる土壌生成のメカニズムが中心

課題にたった1

シンポジウムB会場での生物地球化学の講演オｰバｰ･ヘッド･プ

ロジェクタｰが活用された

逓一6｢水圏の生物地球化学｣(コンビナｰ:服部明彦博士お

よびアメリカのDr.D.W.HooD)では有機物の分布

ウランの濃集痕跡元素の分布CO｡の分布炭素同位

体だと多くの課題が論じられた･

スタディ･ツァｰ(研究所の見学と討論)

9月9目(水)午後1.30～5.00studytOurとして3

ヵ所の研究所の見学カミ行たわれ約80名カミ参加した･

それぞれの専門分野の研究室で直接研究内容の説明を

うけ活発な質問や討論が行なわれた.

�

㈮

工業技術院地質調査所(川崎市久本135)参加人員:外

国人17名目本人16名計33名

質量分析室分光分析室ガスタ戸マトグラフ室

原子吸光分析室薄片製作室ウラン実験室標本

室出版物の展示などを見学し地球化学や岩石学

などについて有益な討論がなされた.

東京犬学応用微生物研究所(文京区向ケ岡)参加人員:

外国人4名目本人3名計7名

生化学生物物理学分子生物学などの研究施設を

見学し生物地球化学海洋生物化学ある'いは生態

学だとの発展を期待する討論が行たわれた.

3.東京犬学海洋研究所(中野区南台)参加人員1外国人30

名目本人10名計40名

転洋無機化学海底堆積海洋微生物海洋生物物

理海洋生化学だとの研究室を見学し活発た討論

が行なわれた.

地質調査所の見学･討論は地質調査所さしまわしの大型

バスで会場の都市センタｰから高速道路をへて溝の

口庁舎に着きそこで行なわれた.会場の国際的なふ

かな

んい気をそのまま本大会の要め役を果されたING囲SqN

教授(アメリカ)をはじめHITc亘0N博士(カナダ)

ELLIs博士(ニュｰジｰランド)DIcKs0N教授(アメ'

リガ)HARNWE1N肥1㎜R女史(西独)CAM肥L教授

(チェコスロバキア)G週RAsI㎜YsKY博士(ソ連)大

会の花形だったP酬Tc肥Yム女史(ブノレガリア)それ

に現在アメリカ地質調査所で清麗されている立本博士の

元気な姿などが印象的であった･まず所長室で小林

勇所長の挨拶があったの戸3班に分かれて主として

地球化学課および化学課の研究室を見学した.一般化

学分析室C･H･Nコｰダｰ水銀分析用特殊原子吸光.

分析装置フレｰム分析と通常原子吸光分析装置エバ

ｰト型分光分析装置ガスクロマトグラフ実験室固体�
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質量分析計宜一Ar年代測定用質量分析計岩石鉱物薄

片製作室微量ウラン鐙充分析装置試料粉砕室たどを

巡回しそこで行なわれている研究の概要を説明した.

この外に標本室の自由見学地質調査所出版物の展示が

行なわれた.

当目は大変暑い目であったにもかかわらず見学を終

えた訪間者たちと地質調査所の研究員との間で同位

体地質学(ING醜sON,TATsUM0T0氏ら)地質絶対年代測

定炭化水素鉱床の地球化学(Dr.HITcHoNら)金属鉱

床中の微量成分(Dr.Cム皿BELら)温泉と地熱(Dr.ELLIs

ら)だとの厨題についてそれぞれ熱心な討論が行なわ

れた.参加者全員には地質調査所の泓CtiVityの紹介

として次のいくつかの資料か配布された.

1.Geo1ogica1SurveyofJapan:itshisto工y,organiza-

tionandwor友(ユ970)

λGeo1ogica1M1apo{Japa.n:1/2,ooo,ooo(1968)

3.Hyarogeo1ogica1MapofJ理an:1/2,ooo,ooo(1964)

4ResearchPエ｡gra㎜ofGeochemistryandAna1yt三｡a1

Chemistry:Geo1ogica1S岨veyofJapan(1970)

5.Geoche㎜istryinJapan:K.MoToJI肚(1969)

スタディ･ツアｰ9月9目(水)午後川崎市の地質調査

所へ17名の外人を含めた33名淡来所右小林勇地質調査

所長左インガｰソン〕AGC会長

セミナｰ1は｢火山岩中の元素の分布｣(ディスカッション･

リｰダｰ:オｰストラリアのDr.S.RTAYL0R)である.

展示された地質調査所の研究報告や地球化学的標準

試料(JB-1JG-1)などについて参加者よりかなり

多数の配布希望の申し出カミありそれぞれ希望にそうよ

うに配慮された.

セミナｰ2は｢月の化学｣(ディスカッション･リｰダｰ:

オｰストラリアのDr.S.R.TムYL0R)でアポロ1ユ号

12号がとった月物質中の微量元素月の年令だとが論じ

られた.

セミナｰ

主題は｢地球いん石月物質の微量元素と同位体｣

である.

セミナｰ3は｢安定同位体の分別｣(ディスカッション･リ

いおう

一ダｰ:アメリカのDr･R･N-CLAYTON)で硫黄酸

素について論じられた.

地質調査所へ来られた外人に対して所員の説明左からDr.Ge正asimovsky(ソ連)

後列左からDr.Hitchon(カナダ)小林所長本島課長倉沢技官安藤技官

中央の外人は左Dr.Pimeker(ソ連)右Dr,Ca皿be1(チェコ)

'実験室での説明(水銀用原子吸光分析室)左からDr.Ingerson

(アメリカ)Dτ.Ed㎜unds(英)D正.Dickson(アメリカ)

Dr.Pimeker(ソ連)柴禺技官�
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セミナｰ4は｢核反応生成物｣(ディスカッション･リｰダ

ｰ:ドイツのDr.H.W五N肥)で角やいん石中で中性

子照射によってできる放射性核種が論じられた.

モスクワで開催される.おもた課題は地殻にお

ける地球化学過程に着目してマグマ･熱水･変

成･堆積の4つにする.

合同シンポジウム

IAGCと海洋科学協会(IAPSO)の合同シンポジウム

は2つの課題からたっている.

G-1はr海への人間の介入｣(コンビナｰ:アメリカのDr･

E.D.GoLD醐G)で放射性物質石油農薬鉛によ

る海洋汚染について論議された.

S一､は｢海洋における元素の分布｣(コンビナｰ:モナコの

Dr.R.FUKAI)で微量元素の分布金属と有機物の錯

体有機物ウランとトリウム同位体の分布棚素･鉄

･アノレミニウム･バリウム･銅･マンガン･リチウム･

ルビヂウムの分布およびそれを決める要因だとが論じら

れた.

亙A碍C評議会

1.水地球化学の作業グノレｰプ会

チェアｰマンのモスクワ大学のDr.M.G.VAIYムs亘Ko

を中心にして専門家が意見を交換した.

2.同位体の作業グルｰプ会

チェアｰマンのイタリアのD工.M.F0RNAsERIを中心

にして意見を交換した.

3.シンポジウム開催の予定

a次の国際地球化学会議は1971年7月20～25目の間

IAGCとソ連邦科学アカデミｰの共催によって

レセブン目ン美濃部都知事の挨拶(東京般浩苑)

b.モンドリオｰノレのシンポジウム:1972年のIUGS

に合わせて行たう.課題は大気中のCO｡(コン

ビナｰはアメリカのH.SUEss)と地球外化学の

2つとする1

レディス'プログラム

9月8目(火)の参加者は外国人19名目本人7名

計16名9月10目(木)の参加者は外国人20名目本人

6名計26名である.

8目のコｰスは都市センタｰ皇居前浅草国立

博物館上野精養軒で昼食文京区駒込の植木氏邸(茶

の湯生花折紙)であった.

10目のコｰスは都市センタｰ明治神宮都市セン

タｰ(昼食と日本人形づくり)渡辺版画店三越百貨

店(花嫁衣裳展示と実演)であった.

レセプションなど

1.日本学術会議会長主催のレセプション

9月7目(月)の夜都市センタｰ･ホテルで開か

れた.会議出席者全員のほか各国公館官庁

募金委員会の関係者が出席した.

2.東京都知事のレセプション

9月8目(火)在外国人を主にして般若苑の庭

で開かれた.

3.バンケット

9月11目(金)夜約200名の有志の参加によって

ホテル･ニュｰ･ジャパンで開かれた.

ポスト･シンポジウム･ツアｰ

国際会議の閉会式が行なわれた9月12目(土)の午後

から13目(目)にかけて箱根火山地域と鎌倉の見学が

行たわれた.

ツアｰへの参加者は28名であった･その内訳は

オｰストラリア2名ブノレガリア1名チェコスロバキ

ア1名西独1名モナコ1名ニュｰジｰランド1名

イギリス2名アメリカ7名ソ連10名である.たお

地質岩石担当として地質調査所倉沢]火山ガス･温泉

担当として東京工業大学吉岡稔氏がリｰダｰとして同行

した.交通分杜の通訳ガイド嬢の熱心たガイド振りは

大いに好感がもたれていた.�
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策1目目は都市センタｰ前を午後2時30分に出発

東名高速道路一厚木新道一小田原一箱根新道一箱根町と

パスは走り車窓からの展望のすべてに質問が続いた.

箱根にさしかかる頃天候がくずれ見通しはきかなか

ったが箱根火山の生いたち地質学的岩石学的説明を

バスの中で行なった.その夜は箱根町の箱根ホテルに

泊る.

朝霧に明けた第2目目は9時30分に出発観光船で湖

尻に渡る.途中晴間から望む富士山に歓声をあげ

箱根火山の中央火口丘群の駒ケ岳神山双子山そし

て外輪山内壁を眺める.湖尻で待機していたバスで大

湧谷に登る1火山活動の一つとして噴気岩石の変

質状況芦の湖の生成に関連ある熱雲堆積物たどを見学.

ソ連の研究者達には火山ガスの専門家が多く現地にか

けつけた東邦大学理学部の岩崎岩次先生(東京工大名誉

教授)が張切って説明されていた.昇華物と岩石の採

集も行たわれた.11時には大湧谷を出発湖畔の道路

傍で駒ケ岳溶岩を採集元箱根経由で小湧谷から宮ノ

下に着き富士屋ホテノレで昼食をとる.午後2時ホ

テノレを出発し小田原から相模湾沿いに鎌倉へ入り大

仏を見物.途中江ノ島の関東大震災時の隆起現象の

説明に一行は興味をもっていた.鎌倉を4時30分に出

発途中の混雑からぬけて横浜から高速道路に入り

6時45分に都市センタｰに着きツァｰを終了した.

このツアｰでリｰダｰと参加者との間はもちろん

参加者間の交流も進んでいたように思われ楽しい旅行

であった1たお参加者への説明資料としては伊豆

･箱根地域の地質岩石箱根火山地域の温泉水の化学組

成表同火山ガスの化学組成表箱根火山地域地形図

ツァｰのコｰス案内図ツアｰ行程および参加者名リ

ストが配布された.

おわりに

このたびの国際会議は連日ものすごい暑さの中で進

められたが幸に病人も出ず(治療については虎の門病

院への特約の手配がだされていた)また事故もおこらず

活発た討論がくりひろげられて成功であったとの印象

をうけた.われわれ日本人としては100余名の外国

人科学者と意見の交換と親交を結ぶことができたのは

きわめて幸であった.

資金は国費ユネスコ(8,C00US$)･IUGG(600ドノレ)

･内藤記念科学振興財団の寄付金および日本学術振興

会の中につくった募金委員会だとの募金(およそ800万

円)によりその総額はおよそ1,600万円である.こ

のうち外国人にたいする旅費滞在費の援助費が約600

万円に達したカミこれらによって国際協力に貢献したと

思われる.

本稿の執筆にあたっては組織委員会委員長三宅泰雄

博士がまとめられた学術月報用の原稿｢1970年水地球化

学･生物地球化学国際会議について｣を参照させていた

だいた.三宅博士のご厚意に対して厚くお礼を申しあ

げる･姜

(筆者らは地球化学課)

､嚢

オミヤゲ(ポスト･シンポジウム･ツァｰ)箱根で鳥笛を買うキャンヘノレ(B-Cambe1

チェコ)

潔

船上にて(ポスト･シンポジウム･ツァｰ)箱根町か

ら湖尻まで観光船を楽しむ右手向こうは駒ケ岳ロｰプ

ウエイの駅�


